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・保
存
活
用
計
画
策
定 

保存活用計画策定が大詰め 

平
成
27
年
度
か
ら
２
か
年
に
わ

た
り
進
め
て
い
る
史
跡
慈
恩
寺
旧

境
内
保
存
活
用
計
画
の
策
定
が
、
い

よ
い
よ
大
詰
め
と
な
り
ま
し
た
。
今

号
で
は
、
保
存
活
用
計
画
の
位
置
づ

け
と
史
跡
の
本
質
的
価
値
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

■
保
存
活
用
計
画
と
史
跡
の
整
備 

 

保
存
活
用
計
画
は
、
史
跡
の
保

存
・
管
理
・
整
備
・
活
用
サ
イ
ク
ル

の
第
一
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま

す
。 

 

保
存
活
用
計
画
で
は
、
史
跡
慈
恩

寺
旧
境
内
の
本
質
的
価
値(

後
述)

を

明
示
し
、
そ
れ
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
の
保
存
の
方
針
、
整
備
の
基
本
方

針
を
立
て
ま
す
。
市
の
第
６
次
振
興

計
画
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ガ
イ
ダ

ン
ス
施
設
も
、
こ
こ
で
盛
り
込
み
ま 

こ
れ
ら
は
、
江
戸
時
代
の
絵
図
に

描
か
れ
た
慈
恩
寺
境
内
の
様
相
を

よ
く
残
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
史
跡
範
囲
外
に
も
屋
敷

割
な
ど
が
残
り
、
絵
図
に
描
か
れ

た
慈
恩
寺
の
様
相
を
示
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
の
指
定
地
周
辺
を

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
し
て
登
録

し
、
保
護
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

※
史
跡
や
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
で
工
事

を
行
う
際
は
、
申
請
・
届
出
が
必
要

で
す
。
お
早
め
に
生
涯
学
習
課
歴
史

文
化
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

☎
０
２
３
７-

８
６-

８
２
３
１ 

 

今
後
は
、
地
域
の
方
々
と
協
働

し
て
、
本
質
的
価
値
を
守
り
な
が

ら
、
保
存
・
管
理
・
整
備
・
活
用
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

す
。
次
に
「
整
備
基
本
計
画
」
を
策

定
の
後
、
保
存
・
活
用
・
整
備
を
推

進
。
こ
れ
ら
の
点
検
と
見
直
し
に
基

づ
き
、
保
存
活
用
計
画
を
再
策
定
し

ま
す
。 

■
史
跡
の
本
質
的
価
値
に
つ
い
て 

史
跡
「
慈
恩
寺
旧
境
内
」
の
本
質

的
価
値
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
、

次
の
５
つ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

①
江
戸
時
代
に
復
興
し
た
堂
社
の

佇
ま
い 

②
院
坊
屋
敷
地
の
佇
ま
い 

③
背
後
を
取
り
巻
く
城
館
群
跡 

④
旧
境
内
地
の
北
部
に
存
在
す
る

行
場
跡 

⑤
旧
境
内
の
結
界
を
示
す
堂
社 

史跡の保存・管理・整備・活用のサイクル 

史跡慈恩寺旧境内ゾーニング(山業地区除く) 

1 月 15 日開催の地元説明会 

 

①「保存活用計画」

の策定

②「整備基本計画」

の策定
③整備の推進

④「保存活用計画」

の点検・見直し



  

  

 慈恩寺 Times  寒河江市ホームページ上に「慈恩寺 Times」バックナンバーを掲載中！ 検 索 

 

10 月 23 日、30 日(日)の両日、慈恩寺修験

の道ウォーキングが開催されました。 

今回は、各日２０名の参加者が「一の宿」「二

の宿」「三の宿」に分かれる慈恩寺修験の行場跡

全てを１日かけて歩いて回りました。 

 参加者は、跡地をめぐりながら、慈恩寺の山中

で江戸時代に行われていた修行に思いをはせて

いました。 

講 話 「平安時代の寺院法会について 

―平泉・中尊寺を例に―」 

講 師 菅野成寛氏 

    (中尊寺仏教文化研究所主任 

・岩手大学客員教授) 

日 時 平成 29年 3月 4日(土) 

午後１時３０分～ 

会 場 寒河江市文化センター 

          2階 中公ホール 

問合せ 寒河江市教育委員会 

生涯学習課歴史文化係 

    ☎0237-86-8231 

１月１日(日)   修正会 ※終了 

２月５日(日)   大般若会 

５月４日(木・祝) 濫觴会 

５月５日(金・祝) 一切経会(慈恩寺舞楽) 

５月２１日(日)  御影供(弘法大師供養) 

９月１０日(日)  柴燈護摩会 

１１月末日    大師講(天台大師供養) 

１２月３１日(日) 除夜の鐘 

問合せ 本山慈恩寺 ☎0237-87-3993 
 

この他、本山慈恩寺・悠久の里慈恩寺運営委

員会の共同企画として、本堂裏山をめぐる

「慈恩寺散策と歴史を学ぶ２コース」が５月

５日～１０月８日まで１２回開催されます。 

 

イベント案内 

 

昨
年
11
月
末
、
本
山
慈
恩
寺
本
堂
正
面
の
茅

屋
根
修
理
が
完
了
し
ま
し
た
。 

 

修
理
し
た
の
は
、
向
拝
部
分
で
す
。
こ
こ
は
特 

に
傷
み
が
激
し
く
、
早
急
な
修
理
が
必
要
な
箇

所
で
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
屋
根
の
修
理
に
は
独
特
の
工
法

を
要
し
ま
す
が
、
そ
の
技
術
を
持
つ
職
人
の
高

齢
化
が
進
み
、
技
を
伝
承
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
回
の
修
理
に
は
、
若
い
職
人
が
参
加
し
、

技
術
の
継
承
に
努
め
て
い
ま
し
た
。 

修理された本山慈恩寺本堂(点線内が今回の修理箇所) 

一の宿・新山堂跡 

 

 第８回慈恩寺行事研究会 
古代・中世の寺院法会 

入場無料・申込不要 

 慈恩寺では、江戸時代

年間５８回にわたり法会を

行っていました。この法会

は古代・中世までさかの

ぼることができるのか、古

代・中世の法会はどのよ

うなものか、平泉・中尊寺

を例に探ります。 

慈恩寺修正会 

平成 28年度「未来に伝える山形の宝」登録制度推進事業 

こ
う
は
い 

しゅく 


